
発行日／平成27年2月1日　発行者／横浜市ＰＴＡ連絡協議会　横浜市中区港町1-1 横浜市教育委員会内 TEL662-7080 FAX662-6084　編集／平成26年度 常置広報委員会

第155号

　

三
行
詩
と
は
、
三
行
程
度
の

短
文
の
意
味
合
い
で
必
ず
し
も

三
行
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
俳

句
の
よ
う
な
も
の
で
も
構
い
ま

せ
ん
。

　

家
庭
で
の
日
常
の
や
り
と
り

な
ど
か
ら
思
い
つ
い
た
親
子
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に

よ
っ
て
育
ま
れ
る
家
族
の
き
ず

な
や
家
庭
の
ル
ー
ル
、「
早
寝

早
起
き
朝
ご
は
ん
」
と
い
っ
た

基
本
的
な
生
活
習
慣
づ
く
り
な

ど
、
親
子
で
話
し
合
っ
た
り
一

緒
に
取
り
組
む
こ

と
の
大
切
さ
を
短

文
に
表
現
し
た
も

の
で
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
横
浜
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

広
報
紙
作
り
の
ヒ
ミ
ツ
を
広
報

委
員
長
に
聞
き
ま
し
た
。

　　

２
年
連
続
の
受
賞
の
感
想

　

正
直
な
話
、
ど
の
よ
う
な
と
こ

ろ
が
評
価
さ
れ
た
の
か
も
わ
か
ら

な
い
ま
ま
の
２
年
連
続
の
受
賞

だ
っ
た
の
で
最
初
は
実
感
が
湧
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
横
浜
Ｐ
Ｔ
Ａ
新

聞
研
究
会
の
講
習
会
な
ど
で
学
ん

だ
こ
と
を
実
践
し
て
き
た
結
果
が

受
賞
に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
と
と

て
も
嬉
し
い
で
す
。
受
賞
し
た
こ

と
で
、全
国
の
高
い
レ
ベ
ル
の
広
報

紙
を
発
行
す
る
学
校
と
の
縁
も
で

き
、よ
い
刺
激
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

常
に
「
や
ま
た
」
ら
し
さ
を
念

頭
に
置
き
、
企
画
立
案
、
紙
面
展

開
を
考
え
て
い
ま
す
。
幸
い
記
者

＝
読
者
で
も
あ
る
の
で
、
身
近
な

話
題
を
拾
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
更
に
、
一
般
的
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
る
特
集
を
扱
う
場
合
で

も
「
や
ま
た
」
の
読
者
に
直
に
関

わ
る
内
容
へ
と
昇
華
さ
せ
、
掲
載

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

学
校
と
の
連
携
を
密
に
す
る
こ
と

も
重
要
で
す
。
連
携
が
密
に
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
、
広
報
紙
の
可
能
性

が
広
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
毎
年
委
員
会
設
置
か
否

か
を
決
定
す
る
「
最
低
10
人
立
候

補
」
と
い
う
基
準
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
を
逆
手
に
と
っ
て

友
達
同
士
で
立
候
補
す
る
な
ど
の

傾
向
も
あ
る
の
で
、
最
初
か
ら
結

束
が
強
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
ま
す
。
引
き
継
ぎ
に
関
し
て
は

い
ま
も
試
行
錯
誤
の
真
っ
た
だ
中

で
す
が
、
取
材
、
記
事
執
筆
、
レ

　

平
成
26
年
10
月
25
・
26
日
に「
さ

さ
え
合
い　

い
の
ち
尊
び　

た
く

ま
し
く　

ま
ご
こ
ろ
つ
な
ぐ　

子

ど
も
た
ち
に
〜
五
つ
の
こ
と
だ
ま

　

子
は
親
の
鏡　

生
き
抜
く
力
を

子
ど
も
た
ち
に
〜
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
開
催
さ
れ
、
横
浜
市
Ｐ
連
か

ら
延
べ
１
２
２
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

１
日
目
は
さ
い
た
ま
市
内
８
ヶ

所
に
て
分
科
会
が
開
催
。
横
浜
市

か
ら
は
第
３
分
科
会
「
健
康
」
に

お
い
て
、
港
北
区
大
綱
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校
・
地
域

で
つ
な
ぐ
タ
ス
キ
〜
大
綱
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
港
北
駅
伝
チ
ー
ム
の
取
組

〜
」
と
い
う
発
表
題
で
研
究
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
全
体
会
で
は
さ
い
た

ま
市
出
身
の
歌
手
沢
田
知
可
子
さ

ん
に
よ
る
「
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
に

優
し
い
歌
薬
〜
ト
ー
ク
＆
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
〜
」
が
ご
主
人
の
ピ
ア

ノ
伴
奏
で
行
わ
れ
、
音
楽
を
通
じ

て
幸
せ
の
波
動
を
伝
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

さ
い
た
ま
市
大
会
で
は
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
し
未
来

を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き

抜
く
力
を
育
む
」
た
め
家
庭
・
学

校
・
地
域
が
手
を
携
え
、
心
を
つ

な
ぎ
、
地
域
社
会
全
体
の
「
絆
」

「
命
」「
体
」「
心
」「
未
来
」を
主
要
研

究
テ
ー
マ
に
研
修
・
実
践
を
深
め

て
い
く
こ
と
を
決
議
し
、
そ
の
実

現
に
努
め
る
と
と
も
に
分
科
会
・

全
体
会
で
研
鑽さ

ん

を
行
い
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
次
回
開
催
地
で

あ
る
横
浜
市
が
大
会
旗
を
引
き
継

ぎ
、
Ｐ
Ｒ
・
あ
い
さ
つ
を
行
い
、

来
年
に
向
け
て
出
港
し
ま
し
た
。

イ
ア
ウ
ト
作
業
、
校
正
と
い
っ
た

一
つ
の
作
業
に
特
化
し
た
講
習
会

を
開
き
、
継
続
委
員
が
講
師
と

な
っ
て
得
意
な
項
目
を
レ
ク

チ
ャ
ー
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
12
月
13
日
、
横
浜

情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
第
６

回
市
Ｐ
連
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
一
一
二
五
（
小
学

生
一
〇
〇
四
、
中
学
生
二
一
、

一
般
一
〇
〇
）点
。
優
秀
作
品

を
文
部
科
学
省
・
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ

共
催
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
に
推

薦
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
は
家
族
の
晴
れ
姿

を
見
る
た
め
に
た
く
さ
ん
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
作
品
を

作
っ
た
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

話
さ
れ
、
実
際
に
会
場
で
お
父

さ
ん
に
抱
き
上
げ
て
も
ら
う
な

ど
、
微
笑
ま
し
い
光
景
も
あ
り

和
や
か
な
空
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

　

受
賞
者
の
川
村
勇
太
さ
ん
は

「
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
と
昼
も

夜
も
元
気
に
過
ご
せ
る
」
と
話

し
、
大
好
物
は
お
母
さ
ん
の
作

る
カ
レ
ー
や
唐
揚
げ
だ
と
笑
顔

で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
家
族
４
人
で
応
募
し
た

市
村
亜
紀
子
さ
ん
の
作
品
は

「
お
父
さ
ん
に
叱
ら
れ
て
も
叱

ら
れ
て
も
大
好
き
」
と
い
う
小

学
生
の
息
子
さ
ん
た
ち
の
会
話

の
中
か
ら
作
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

受
賞
者
の
皆
さ
ん
お
一
人
お

ひ
と
り
に
詩
を
読
み
上
げ
て
い

た
だ
き
、
作
品
を
作
っ
た
背
景

や
思
い
を
お
聞
き
し
て
い
き
ま

し
た
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん
は
、

普
段
の
生
活
を
見
つ
め
な
お

し
、
慎
重
に
言
葉
を
選
び
、
リ

ズ
ム
を
工
夫
し
表
現
し
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
作

品
を
作
っ
て
い
く
中
で
気
が
付

い
た
家
族
の
あ
り
が
た
み
、
人

の
ぬ
く
も
り
は
、
家
族
の
き
ず

な
を
よ
り
深
め
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。「
や
っ
ぱ
り
家
族
っ
て

い
ち
ば
ん
大
切
な
ん
だ
な
あ
」

と
感
じ
る
、
素
晴
ら
し
い
ひ
と

時
で
し
た
。

　

温
か
い
ま
な
ざ
し
で
、
す
て

き
な
思
い
を
綴
ら
れ
る
人
が
ま

す
ま
す
増
え
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

ご
家
庭
が
多
く
な
る
こ
と
を
切

に
願
っ
て
い
ま
す
。

２・３面　特集記事

『じてんしゃ』

コラム	 ここに母校あり
　「横浜市立中村特別支援学校」

第 ６ 回

市P連

三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
テーマ

ご
存
じ
で
す
か
？

表
彰
式
の
よ
う
す

あ
い
さ
つ
・
講
評

http://www.
pta-yokohama.gr.jp/

『
我
が
家
の
ル
ー
ル
』

『
家
族
の
き
ず
な
』

『
命
の
大
切
さ
』

『
食
べ
る
』

山
田
小
学
校
P
T
A

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

第
36
回

全
国
小
・
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙

コ
ン
ク
ー
ル

さ
い
た
ま
市
大
会

第
46
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会

三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

に
参
加
し
て

横
浜
市
教
育
委
員
会

学
校
支
援
・
地
域
連
携
課

主
任
指
導
主
事
　
山
手
英
樹

２年連続
表彰 !!

　　

広
報
紙
作
成
に
あ
た
っ
て
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
か

　　

広
報
委
員
の
決
め
方
、
引
継

ぎ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す

か
、
ま
た
、
そ
の
際
の
留
意
事
項

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か

次
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
研

究
大
会
は
平
成
27
年
10
月
24
日

（
分
科
会
）・
25
日
（
全
体
会
）

横
浜
大
会
で
す
。

おとうさんが、
「とうこのおもさが、うれしいな。」って。
よぉし、もっとたべるぞ。

浅沼貴子（西・東小1年）

妹が泣く、僕が怒られる。
妹が笑う、僕がほめられる。
妹はかわいい。でも難しい。
扇田凌太朗（都筑・山田小5年）

ごめんなさい
言えた後にはお互いの
心の空に七色の橋
平川永遠（南・南が丘中3年）

もしもしの
声ですべてを悟られる
母は天下の名探偵
鳩ポッポ（旭・左近山中学校）

６年通った登校班
短い距離の父との会話
私の大切な小学校の想い出
盛田優花（鶴見・潮田小６年）

誰だこの靴でっかいなぁ。
久しぶりに並べたら、父より大きくなっていた。
他にもたくさん越えれるかな。

春鳩（都筑・茅ケ崎中3年）

ママが悲しむか考えた

悪いこと
できないな
尾崎史弥（神奈川・幸ケ谷小4年）

おにぎりは
母のぶんしん
おおえんだん
葛西健斗（泉・中和田小5年）

横たわる　父に自然と
むらがる家族
斉藤未果（戸塚・東品濃小6年）

会長賞
＜児童・生徒の部＞ 

弟のね顔を見てると、なんだかほんわかする。
思わず体中さわりたくなっちゃう。
おこしてごめんね。

榊原圭之介（都筑・茅ケ崎台小5年）

もりもり、にっこり、朝ごはん。
元気ムクムクわいてきた。
なんでも、出来そう今日のぼく。
川村勇太（泉・東中田小4年 ）

四肢マヒの兄への声かけ
忘れない　回復信じる弟の
優しい心　守りたい
成田由美子（瀬谷・上瀬谷小学校）

気が付けば　私のそばでお手伝い

あなたの成長感じては
うれしさもあり　さみしさもまた

紗香ママ（戸塚・平戸小学校）

叱られた末っ子が　
歩きながらそっと手をつなぐ
ちょっとうれしい叱った父さん

市村亜紀子（保土ケ谷・笹山小学校）

弟が「お姉ちゃん　手をかして」と
十より大きいたし算に
姉も一緒にお手伝い

板橋千浪（戸塚・汲沢小学校）

＜一般の部＞ 

Q1Q2Q3

〜あんぜん・あんしんの
　　　　ためのルール〜
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　この絵本『やさしい声と小さな笑顔』は横浜
市安全教育振興会から各学校に２冊寄贈されて
います。この機会に興味をもたれた方は是非お
手にとってみてはいかがでしょうか。

無灯火運転

傘さし運転携帯電話の使用

二人乗り

ヘッドフォン
等の使用

——まず、神奈川県の現状について教えてくだ
さい。自転車事故は近年増加傾向にありますか？
交通事故全体に占める自転車事故の構成率は横ばい
（人身事故全体の約四分の一）で推移しております
が、自転車が関係する死亡事故は増加している状況
です。11月30日現在で、23人（前年比＋２人）
の方が自転車関係事故で亡くなられています。

——どのような事故が多いですか？
事故の類型としては、「右折・左折時」や「出会い頭」
が多いです。

——事故に遭われた方の年齢層や特徴などあり
ましたら教えてください。
年齢層としては、15歳（中学生）以下が多いです。

——事故が多発している場所はどんな所です
か？　また特徴的な原因はありますか？
発生場所としては「交差点」が多いです。事故原因
や違反は「安全不確認」や「一時不停止」が多くなっ
ています。

——自転車は「車両」である、という認識が薄
いと感じますが、実際にはどうですか？
自転車は車やバイクと違い免許のいらない乗り物で
す。誰でも気軽に乗ることができますが、その分ルー
ルが守られにくい乗り物であると実感しています。
ルールの認識不足による違反や事故は、使う側の意
識を高めることで、減らすことができるのではない
かと考えています。

——子どもの事故で親が賠償責任を負うケース
があるようですが、どんな事例がありますか？
子どもが加害者になった場合、自転車の点検・整備
などの保護者の管理不足から責任問題になるケース
があります。ブレーキやライトが正常に作動するか
など、子どもの成長に合わせて、常に子どもの自転
車の状態を把握しておくことが必要です。

——被害者にならない、加害者にならないため
に、必要なことは何ですか？
「ルールを守ること」が大前提です。そして自分が
事故の当事者になる可能性があるという意識を持
ち、他人ごとではなく自分の問題として安全につい
て考えることが重要です。自転車は便利な乗り物で
すが、人の命を危険にさらす可能性がある、リスク
を持った乗り物でもあります。ルールを守ることは、
自分の命を守ること、ひいては他人の命を守ること
にもつながります。常に周囲のことを考えながら運
転するように心がけることが必要です。

——子どもたちに教えていかなければならない
こと、自転車を与える前に教えた方がいいことな
ど、ありましたら教えてください。
まず、自転車に正しく乗れるように指導してくださ
い。そして標識を含め交通ルールを親子で共に学び、
正しい知識をお子さんに教えてあげてください。親
が子どもへルールを正しく教えることが未来の安全
につながります。

買い物も
勉強も
アソビも
全部揃ってる
トレッサ横浜

買い物も
勉強も
アソビも
全部揃ってる
トレッサ横浜

　南区にある中村特別支援学校には小学部、
中学部、高等部合わせて69名の主に肢体不自
由の子どもたちが通学しています。同じ敷地
内に併設された中村小学校とはドア1枚でつ
ながっていて、お互いの校舎を生徒が行き来
し、日頃から自然に交流をおこなっています。
◆学校行事に参加
　◎中村オリンピック＝運動会
　　（両校職員で共同企画運営）
　◎作品展
　◎学習発表会
　◎なかよし学級を中心とした交流
　◎中村小学校の休み時間帯での交流
　◎�ＰＴＡ活動（プリザーブドフラワー作り��

他）
◆中村特別支援学校の保護者たちが、イラス
トを描き保護者の視点で書いた、愛情あふれ
る手作りの絵本『やさしい声と小さな笑顔』
を紹介します。
　重い障がいがある子どものために親子で取
り組むうんどうの様子や、体の各部所に触れ
るボディータッチの際の声のかけ方や感じ方
など支援のポイントが分かりやすく描かれて
います。
　子どもの心を育てていく上で、いちばん大
切なことは障がいのある・なしに関わらず保
護者が子どもを包みこむ「ことば」だと思い
ます。自分の子どもとの初めての「ふれあい」
「おしゃべり」などどれも大切な瞬間だった
はずです。時が経ち、子どもが成長しふれあ
いながらおしゃべりする時間が減ってきま
す。日常生活で親子の何気ないふれあい・声
かけ・おしゃべりの大切さ楽しさを改めて『気
づく』きっかけになります。

　昨今、全国的に自転車の利用マナー向上について注目
が集まっており、高額賠償を請求されるような事故も起
きています。このような事例から被害者にも加害者にも
成り得る自転車事故について知り、安全に対する理解を
深めるため、神奈川県警の佐藤警部補にお話を伺いました。

※増減数は去年の同類型と比較した際の数

【神奈川県自転車関連事故発生状況】
神奈川県警調べ（平成26年11月末）

【事故発生時間帯】 【事故発生件数等】

※構成率は、全人身交通事故に占める自転車関係事故の割合

——自転車事故について考えよう
自転車も のれば車の なかまいり！

【インタビュー】神奈川県警の方にお話を伺いました
　　　　　　　　　　　——交通総務課：佐藤貴道警部補——

神奈川県警察本部

今どきの自転車事情！

　自転車は便利な乗り物です。子どもが大きくなると一緒に自転車に
乗る機会は少なくなってきていますよね。高学年以上になると子ども
たちだけの外出も増えてきます。たまには家族のお出かけに自転車を
使って、あんぜんあんしんな自転車の乗り方を見直してみませんか。
子どもが正しく交通ルールやマナーを理解しているか、この機会に改
めて確認してみてはいかがでしょうか。

　自転車の楽しみ方のひとつにサイクリングがあります。横浜にもい
くつかサイクリングコースがあります。本やホームページで調べてみ
ると、本格的に走ることのできるコースも紹介されています。例えば
青葉区から都筑区にかけての「鶴見川青少年サイクリングコース」や
全長約25kmある「境川サイクリングコース」など自動車が入れない
自転車専用のコースで、あんしんしてサイクリングを楽しむことがで
きます。

《取材を終えて》
　自転車は一番身近な乗り物。ですがルールを守らない危険な乗り方
をした自転車にヒヤッとさせられた経験があるのではないでしょう
か。一歩間違えたら大事故につながる自転車。まずは大人がしっかり
ルールを理解し、子どもに日ごろから伝え続けなければならないと思
いました。

　アップダウンが少なく、観光地や歴史的建造物もあるみなとみらい
地区をベイバイクやレンタサイクルを使って、家族で気軽に楽しんで
みませんか。

ここに母校あり〜未来へはばたけ〜

「ともに学びともに生きる」
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横浜市立
中村特別支援学校

◯◀
み
な
と
み
ら
い
・
関
内
エ
リ
ア
に
貸
出
、

返
却
で
き
る
拠
点
を
36
ヶ
所
も
つ
ベ
イ
バ

イ
ク
。手
軽
に
観
光
地
間
の
移
動
が
可
能
。

駐
輪
場
を
探
す
手
間
が
な
く
便
利
。

◯▲中華街東門付近のレンタサイクル
店。全て電動アシスト付自転車を取り
扱っている。三溪園や野毛山動物園に
も足をのばせる。

【実際に起こった自転車事故の例】　——自転車で走行中、「一時停止」を守っていますか？
一時停止の標識を守らずに交差点へ飛び出し、交差道路を走行してきた乗用車と衝突して重傷を負った
が、一時不停止のため、受け取るはずの賠償金が五割減額された。（平成３年３月：名古屋地裁判決）

BICYCLE

　自転車の大事な原則のひとつが、
車道の「左側通行」です。以前は自
転車が通行できる路側帯ならば、左
右どちらでも通行できましたが、平
成25年12月の道路交通法改正によ
り、路側帯でも左側通行のみとなり
ました。違反すれば、３ヵ月以下の
懲役または５万円以下の罰金という
重い罰則がある、とても大切なルー
ルです。左側通行は安全の第一歩で
すね。

自転車も のれば
車の なかまいり。
忘れちゃダメにゃ！
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…………………………………

…………………………………

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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メモメモ

★�午前８時台と午後５時
台に多い

★�出会い頭、右左折時の
事故が多い

★�原因は、安全不確認、
一時不停止が多い

神奈川県内の
自転車事故の特徴

ちょこっと

このような交通規制の標識は、「自転車は除く」等と
ある場合を除き、実は自転車にも適用されるのです。

この標識ご存じですか？
「一方通行」… 矢印の方向に進めます
「一時停止」… �停止線の直前で一時停止し安全確認 

 します
「進入禁止」… この標識の方向からは入れません

一時停止 進入禁止一方通行

　

便
利
で
手
軽
な
日
常
の
足
、
自
転
車
。
そ
ん
な
身
近
な
自
転
車
も
乗
れ
ば

「
く
る
ま
」
の
仲
間
で
す
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
自
転
車
の
ル
ー
ル
を
、
き
ち

ん
と
知
っ
て
、
し
っ
か
り
守
っ
て
、
あ
ん
ぜ
ん
・
あ
ん
し
ん
な
自
転
車
ラ
イ

フ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

これだけは守りたい自転車の基本的なルール「自転車安全利用五則」
①自転車は、車道が原則、歩道は例外　②車道は左側を通行　③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
④安全ルールを守る（飲酒運転・二人乗り・並進の禁止、夜間はライトを点灯、交差点での信号遵守と
一時停止・安全確認）　⑤子どもはヘルメットを着用（平成19年７月10日 内閣府交通対策本部決定）
少なくとも、この五則を覚えて守って自転車に乗りたいですね。

〜歩道通行の例外〜
13歳未満または70歳以上
の方が通行するとき、通行
の安全を確保するために、
やむを得ないと認められる
とき（道路工事、連続した
駐車、著しく交通量が多い、
車道の幅が狭い等）などは、
歩道も通行できる。

もっと知ろう
自転車のこと！

昼
時間別

昼間
6-8 8-10 10-12 12-14 14-16 16-18 小計

発 生 件 数 623 1101 773 735 780 1011 5023
増 減 数 -81 -118 -82 +4 -101 -250 -628

夜
時間別

夜間
18-20 20-22 22-24 12-14 0-2 4-6 小計

発 生 件 数 682 311 149 61 22 68 1293
増 減 数 -132 -22 -31 -12 ±0 +5 -192

年別 24年中 25年中 26年11月末
発 生 件 数 8,552 7,781 6,316

増 減 数 -882 -771 -820
増減率（％） -9.3 -9.0 -11.5
構成率（％） 23.1 23.0 23.0

死 者 数 17 24 23
増 減 数 -5 +7 +2
増減率（％） -22.7 +41.2 +9.5

負 傷 者 数 8,452 7,664 6,229
増 減 数 -886 -788 -800
増減率（％） -9.5 -9.3 -11.4

親子であんぜん・あんしん！
自転車に乗ろう！



平成27年２月１日（日） 第１５５号（４）Ｐ Ｔ Ａ よ こ は ま

　

平
成
26
年
８
月
22
日
・
23
日
に
、

異
国
情
緒
に
お
い
て
は
横
浜
と
一

味
ち
が
う
長
崎
県
に
て
、
日
本
Ｐ

Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
が
開
催
さ

れ
、
横
浜
市
Ｐ
連
か
ら
は
47
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
長
崎
県
内
各
地
で
10

分
科
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
出
身

で
全
国
的
に
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る

講
師
の
方
々
に
よ
る
基
調
講
演

や
、
長
崎
県
内
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
実
践
発

表
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
か
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の

様
々
な
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
長
崎
県
立
総
合
体
育

館
で
全
体
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
「
子
は
育
ち
、
親

も
育
つ
。
楽
し
ま
な
く
っ
ち
ゃ

も
っ
た
い
な
い
。」
を
演
題
に
、

育
児
漫
画
家
の
高
野
優
氏
が
、
ご

自
身
が
経
験
し
た
子
育
て
中
の
悩

み
や
喜
び
、
ま
た
幼
少
期
の
お
話

に
よ
り
〝
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
子

で
も
、
周
囲
の
人
の
言
葉
の
掛
け

方
ひ
と
つ
で
飛
躍
す
る
〟
と
、
大

人
が
見
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
即

興
で
描
く
イ
ラ
ス
ト
を
交
え
な
が

ら
、
楽
し
い
お
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
会
宣
言
を
決
議
し

て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
回

は
帰
り
の
飛
行
機
ま
で
多
少
時
間

も
あ
り
、
気
の
合
っ
た
参
加
者
同

士
で
長
崎
市
内
を
見
学
す
る
な

ど
、
区
部
を
越
え
た
交
流
も
図
ら

れ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
年
度
は
平
成
27
年
８
月
21
日・

22
日
に
札
幌
市
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
し
た
。

　

１
日
目
の
開
会
式
で
は
、
着
物

姿
で
有
名
な
門
川
大
作
市
長
が
来

賓
と
し
て
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
今

年
度
開
催
地
の
京
都
市
代
表
よ
り

昨
年
度
開
催
地
の
横
浜
市
Ｐ
連
森

川
会
長
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
続
く
分
科
会
は
、「
組
織
・

運
営
」「
研
修
・
研
究
活
動
」「
地

域
連
携
」「
広
報
活
動
」
の
４
会

場
に
分
か
れ
、
各
協
議
会
の
情
報

を
交
換
し
気
付
き
や
確
認
を
得
る

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
全
体
会
は
、
山
本

シ
ュ
ウ
氏
を
講
師
に
「
地
域
の
絆

と
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
ア
ッ
プ
！
〜
Ｗ
ｅ 

ａ
ｒ
ｅ 

シ

ン
セ
キ
！ 

Ｗ
ｅ 

ａ
ｒ
ｅ 

Ｐ
Ｔ

Ａ
‼
〜
」
自
称
大
阪
の
お
せ
っ
か

い
お
ば
ち
ゃ
ん
レ
モ
ン
さ
ん
の
、

笑
い
あ
り
感
動
あ
り
の
基
調
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
精
神
と
お
も
て
な
し

の
心
が
伝
わ
り
、
世
界
一
の
観
光

都
市
京
都
市
の
誇
り
が
感
じ
ら
れ

る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
年
度
平
成
27
年
は
９
月
17

日
・
18
日
に
神
戸
市
に
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

お
こ
し
や
す
京
都　

出
会
い　
ふ
れ
あ
い　
学
び
あ
い

〜�

子
ど
も
た
ち
の
か
け
が
え
の
な

い
今
と
未
来
の
た
め
に
〜

　

平
成
26
年
９
月
11
日
・
12
日
、

京
都
市
に
て
第
70
回
指
定
都
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
情
報
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、

横
浜
市
Ｐ
連
か
ら
６
名
が
参
加
し

Ａ
会
員
が
神
奈
川
県
立
音
楽
堂

に
集
い
、
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

〈
横
浜
市
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
つ
い
て
〉

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
組
織
・

　
　

任
意
性
に
つ
い
て
」

　

前
半
は
春
の
新
任
役
員
研
修
会

の
続
編
と
し
て
、
市
Ｐ
連
役
員
よ

り
、横
浜
市
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
員
数
、

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
費
の
金
額
や
徴

収
方
法
、
広
報
紙
の
発
行
回
数
な

ど
の
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
任
意
性
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
任
意
団
体
で
あ
り
、
加
入
も

任
意
で
あ
る
上
で
、
委
員
役
員
活

動
で
注
意
す
る
こ
と
の
簡
単
な
説

明
と
、
任
意
性
に
よ
っ
て
起
こ
り

う
る
問
題
事
例
と
対
応
で
の
注
意

事
項
な
ど
の
解
説
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

〈
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉

　

後
半
は
あ
お
ば
学
校
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
竹
本
代
表
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
都
筑
区
東
山

田
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
港
南
区
相
武

山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
パ
ネ
リ
ス
ト

に
迎
え
、
市
Ｐ
連
会
長
と
各
パ
ネ

リ
ス
ト
に
よ
る
実
践
事
例
の
紹
介

に
続
き
、
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
か

ら
広
く
意
見
を
募
る
形
式
で
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
委
員
の
成
り
手
が
い

な
い
」「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
参
加
す

る
保
護
者
が
少
な
い
」
な
ど
の
悩

み
に
対
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
説
明
会
で
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
用
い
た
結
果

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
楽
し
さ
が
伝

わ
っ
た
」と
の
声
が
上
が
っ
た
例
、

　

私
た
ち
が
広
報
委
員
と
し
て

初
め
て
取
材
を
し
た
の
が
、
こ

の
音
楽
交
歓
の
つ
ど
い
で
し

た
。
会
場
に
一
歩
足
を
踏
み
入

れ
る
と
、
足
音
や
花
束
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
の
擦
れ
る
音
に
も
気
を

遣
う
ほ
ど
の
緊
張
感
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
、
出
演
者
の
皆
さ
ん

は
こ
の
日
の
た
め
に
一
年
間
頑

張
っ
て
練
習
し
て
き
て
い
る
の

で
す
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
の
意
気

込
み
や
運
営
を
支
え
る
常
置
委

員
さ
ん
た
ち
の
熱
い
思
い
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

写
真
撮
影
時
の
カ
メ
ラ
の
音

や
フ
ラ
ッ
シ
ュ
も
迷
惑
行
為
に

な
り
か
ね
な
い
た
め
、
放
送
室

か
ら
鑑
賞
も
兼
ね
て
撮
影
、
ど

ん
な
風
に
取
材
し
よ
う
か
段
取

り
を
再
確
認
し
な
が
ら
、
我
々

広
報
委
員
は
動
き
始
め
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
出
演
者
の
皆
さ
ん

は
と
い
う
と
、
本
番
前
の
発
声

練
習
を
念
入
り
に
さ
れ
て
い

て
、
そ
の
歌
声
は
会
場
の
外
ま

で
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

舞
台
に
上
が
る
と
、
歌
声
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
衣
装
も
そ

れ
ぞ
れ
に
工
夫
さ
れ
、
か
わ
い

〜
ド
タ
バ
タ
取
材
日
記
〜

〜２０年前と比べてみました〜
ベスト３（人気曲）

2014年度 第58回
１位
　Let It Go
　　〜ありのままで〜
２位
　花は咲く
３位
　ひこうき雲
　やさしさに包まれたなら
　今、咲き誇る花たちよ
　雨のち晴レルヤ

　

市
内
各
校
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
な
ど
有
志
団
体

が
主
に
合
唱
、
演
奏
を
発
表
す

る
年
一
回
の
大
き
な
事
業
で

す
。
出
演
団
体
の
人
数
や
構
成

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

は
じ
ま
り
は
昭
和
32
年
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
結
成
10
周
年
を
記
念
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

音
楽
に
は
、
人
々
に
夢
や
希

望
、
勇
気
や
元
気
を
与
え
、
感

動
す
る
心
や
豊
か
な
人
間
性
を

育
む
力
が
あ
り
ま
す
。こ
の「
Ｐ

Ｔ
Ａ
音
楽
交
歓
の
つ
ど
い
」
が

皆
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
を
よ
り

強
い
も
の
と
し
て
い
く
一
助
と

な
れ
ば
と
願
い
、
今
年
度
で
58

回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 第58回ＰＴＡ

音楽交歓のつどい
平成26年11月19・20・21日

「
音
楽
交
歓
の
つ
ど
い
」

っ
て
ご
存
知
で
す
か
？

参加者の声

毎年この集いの
ためだけに練習を重ねて
きました。今後はもっと
若い方々にも参加して

もらいたいわ〜。

人数は少ない
けれど、ＰＴＡ総会の前に
子どもたちの合唱クラブと

コラボして発表する
こともあります。

子どもたちと一緒に歌う
ことができてとても楽しめました。

また、カワイイ衣装を着て
舞台に立てて、子どもたちも

喜びました。

ここ10年ほど参加して
います。皆さん年々レベルアップ

していますね。他に発表する機会が
無いので活動のモチベーションに

なっています。

先生と楽しく
歌えるものを選曲

しました。衣装も毎年工夫
して楽しんで参加

しています。

長
崎
県
大
会

第
62
回

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会

こ
れ
か
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

�

話
を
し
よ
う　
　

　
〜
任
意
性
の
議
論
を
超
え
て
〜

　

平
成
26
年
12
月
４
日
、
師
走
の

寒
空
の
中
、
市
内
各
校
よ
り
Ｐ
Ｔ

研
修
会

横
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

京
都
大
会

第
70
回
指
定
都
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
情
報
交
換
会

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
学
校
保
健
委
員
会
へ
出

席
し
、
よ
り
児
童
の
近
く
で
学
校

活
動
と
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て

い
る
例
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
横
浜
市
教
育
委
員
会 

学
校
支
援
・
地
域
連
携
課 

山
手

主
任
指
導
主
事
に
助
言
を
い
た
だ

い
て
終
了
し
ま
し
た
。

PTAよこはま154号「平成
26年度優良PTA表彰校」
の記事において、所属区の
間違いがありました。お詫
びと共に訂正させていただ
きます。
さちが丘小学校PTA（旭
区）、西本郷小学校Ｐ.Ｔ.
Ａ.（栄区）

第３２回横浜市ＰＴＡ連絡協議会

平成27年４月26日（日）
９：30〜14：00

（雨天予備日４月29日（祝））

山下公園
ファミリー
写生大会 ご家族で写生を楽

しみませんか。時間
内にご自由におい
でください。詳しく
はチラシ、HPにて
協賛：ぺんてる株式会社
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文部科学大臣表彰　優良ＰＴＡ
池上小学校　父母と先生の会

茅ケ崎中学校ＰＴＡ

神奈川県教育委員会表彰　優良ＰＴＡ
東山田中学校ＰＴＡ
綱島東小学校ＰＴＡ
三保小学校ＰＴＡ
俣野小学校ＰＴＡ

西本郷小学校Ｐ.Ｔ.Ａ.
寺尾小学校ＰＴＡ

荏田南中学校ＰＴＡ
新橋小学校ＰＴＡ

さちが丘小学校ＰＴＡ

日本ＰＴＡ全国協議会会長表彰
団体表彰

三保小学校ＰＴＡ
俣野小学校ＰＴＡ

西本郷小学校Ｐ.Ｔ.Ａ.
個人表彰

大塚俊明　西嘉之
野澤眞二　星川薫　生田麻実

全国小・中学校ＰＴＡ広報紙コンクール
文部科学大臣賞

山田小学校ＰＴＡ
佳作

生麦中学校　教育振興会

い
プ
リ
ン
セ
ス
た
ち
が
登
場
し

た
り
、振
り
付
け
が
あ
っ
た
り
、

コ
ー
ラ
ス
以
外
に
も
ト
ー
ン

チ
ャ
イ
ム
の
演
奏
が
あ
っ
た

り
、と
趣
向
を
凝
ら
し
て
お
り
、

聴
く
だ
け
で
は
な
く
見
て
い
て

も
楽
し
く
な
る
よ
う
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
し
た
。

　

歌
い
続
け
て
23
年
！
と
い
う

団
体
も
あ
れ
ば
、
新
し
い
仲
間

が
増
え
て
歌
声
に
も
年
齢
層
に

も
厚
み
が
出
て
き
た
と
い
う
団

体
、
人
数
が
少
な
く
て
部
員
を

募
集
し
て
い
る
と
い
う
団
体
も

あ
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

是
非
会
場
に
足
を
運
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？　

も

し
か
す
る
と
、
あ
な
た
の
学
校

に
も
こ
の
会
に
参
加
し
て
い
る

コ
ー
ラ
ス
部
や
音
楽
サ
ー
ク
ル

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

聴
き
に
行
き
た
い
‼　
参
加

し
て
歌
っ
て
み
た
い
‼　
は
大

歓
迎
で
す
。
来
年
度
の
募
集
は

７
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

是
非
、
問
い
合
わ
せ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

平成26年度優良ＰＴＡほか受賞校（者）平成26年度優良ＰＴＡほか受賞校（者）

1994年度 第38回
同率１位
　サウンド オブ ミュージック
　君をのせて
　いい日旅立ち
　時代

e-mail : ycity-pta-7080@car.ocn.ne.jp
TEL：662-7080　FAX：662-6084

横浜市PTA連絡協議会
事務局
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